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審査結果表 

 

大 学 名 長岡技術科学大学 申請区分 タイプＢ 

構 想 名 
グローバル社会を牽引する実践的技術者育成プログラム ～グローバル産学官

融合キャンパス構築～ 

 
〔評価コメント〕 

 

本構想は、日本経済のグローバル化将来像を見据え、次世代の戦略的地域との強固なネット

ワークを持ち、実践的グローバル技術者教育を先導し続ける大学を目指し、その実現に向けて、

GIGAKU（技学）教育ネットワークと海外拠点での GIGAKUテクノパークネットワークを構築する

特徴的取組である。GIGAKU教育ネットワークは、日本企業の進出傾向、当該国の工業化レベル、

技学教育の理念に対する現地政府や相手校の理解や情熱等を勘案して戦略的に海外での地域、

相手校を選抜し、現地に根差した国際技学教育認証委員会を設置し、標準技学教育プログラム

を策定する取組であり、GIGAKUテクノパークネットワークでは学生にイノベーションを実感で

きる機会を提供するとともに、国内中小企業の海外展開に資する取組であり、これらは貴学の

これまでの産学連携の成果に立脚した先導的な技術者教育の取組と高く評価できる。 

構想実現のために教育課程、大学組織を見直し、５年一貫博士課程の技術科学イノベーショ

ン専攻、国際技学教育戦略室、地域連携支援センターを設置し、学外に国際経営協議会、国際

GIGAKU パーク財団を設置する等の改革を実施する点も高く評価できる。 

一方で、カリキュラムの面では日本人学部学生の英語教育において、テストの機会提供だけ

でなく、英語能力の向上に向けた更なる取組の検討が必要である。 

最後に、今回「スーパーグローバル大学創成支援」に採択された貴学におかれては、１０年

後の大学の姿を見据え、徹底した「大学改革」と「国際化」を断行し、我が国の高等教育の国

際競争力の向上に中心となって取り組む拠点大学であるということの意義とその責任、期待の

重さを認識し、構想内容の実現に向け真摯に取り組まれることを強く要請する。 


